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S 1 序論
子供たちゃー殻の科学や技荷を専門としない人たちにとって、理解し易い、 f科学とは歴

史的にどのような理解が妥当であるか、更に、技術とはどのように理解すべきか、また、

科学と技術の関採は一体向であるか?J 等について平易な理解し易い説明を試みることは

重要である。身近なものに題材をと号、「科学とはなんだろうか?技術とはなんだろうか?J

について、平易な表現での説明と理解の試みである。科学辻、本来最密なロジックによっ

て支えられるべきものであるが、以下では、理解をし易くという観点で、議密さを犠牲に

しているものも、若干竣味なものもある。

S 2.古代人の不思議と科学の始まり
我々は、頻繁に科学や技討す等の言葉を良く使い、聞く、更に、学校や大学で習う。しか

し、「科学とは何だろうか?J、「技術とは何だろうか?J について明確に答えようとすると

戸惑う。更にまた、我々人類は、科学や技術を所手干しているが、人類以外の多くの動物た

ちはそのよう 7なことは無い様に見える。科学や技衛を有する人類と動物の違いもあまり明

確でないc 少し考えてみた。部ち、

「動物は、本能 (f本内に蓄積された情報を基に条件反射ベース)で活動するのが基本にあ

る。動物は、定量的な'情報(時間、距離、数量等)蓄積を意識しない活動が基本である G

一方、人間は、本能以外に、 知能(知識、経験、知恵=靖報の利用)を生かして活動し、

O疑問を持つ、。疑問の解決に(意識して)挑む、 0結果を蓄積し利用(教育の原点?)

する動物である。Jと考えられる。

では、「科学とは伺か?技術は何か?J であるが、原始の昔より人間は身の回りに生じる白

熱界の不思議と患うこと=現象を見つけ、観察し、疑問を持ち、どうなっているのか、何

故そうなるか、理解しようとして来た。即ち、古来、自然界の不思議と思うこと=現象を

観察し、どう会っているのか、荷故そうなるか、理由を明らかにして理解した。このこと

は、まさに、科学=科学の発見であり、始まりであろう。自熱科学の目的は、自然現象〈自

恭界の不思議な現象)を理解することからも明らかである。また、吉然科学の特徴は、 1.

現象の普遍性、 2. 場合により数笹表現が必要の二つで、ある。表 1~;: f土、昔の人が気づい

たと思われる不思議な現象と科学上の4大発見を示した。
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7科学としての詩学教育j
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3 I害義語思議譲 I鈴:畿、銭畿、 jn給与選齢、;こ縫持金{議至難的議い、在窓も議議後など

4: I火が襲撃いことの重量晃

その昔、古代人は、自然界の繰り返し起きる現象に気付いた。何故かに関しては大きな

謎ニ不思議であったと思われる。自然界の周期的に起きる現象に気付いた人類の祖先は、

周期の間隔を数えることで時の経過=時間(関幅}を認識し、人類が共有できる知識とし

ての時間を発見した。また、周期現象は待問経過の計測に使われた。ところで、動物はど

うであったろうか? 動物は、本誌として時間経過を感じても知識として時間経過二時間

の計測をしていなし 1c この点が人類と動物を分ける点である。

また、自然界に存在するものは、多くの場合全て異なっている。しかし、伊j外的に閉じ

ようなものが幾っかある。人類にとって、これは大変不思議なことである。そして、この

ことはやがて②個数=数、数量の発見につながった。

更に、人類の祖先は、自己の位量を中心に、他のものの柱置、距離、方向の発晃(距離の

違い、左在、前後)の違いに気が付いたに違いない。このことは、③空間の発晃であり、

その後の幾何学の発見につながる。更に、人類i士山火事など、自然界で発火し、黙える火

を発見し、④火は援かいまたは熱い、また、木など物を燃やすという普遍的な牲賞iこ気付

いたであろう。遥か昔の人が気づいた上記の自然現象は、それぞれ普遍的性を有し、素朴

な科学としての資構を錆えており、吉代人の科学上の大発見となった。即ち、

@ 科学とは、自然界の不思議と患う現象を見て、“何故そうなるかを考え、その理由を

整理してまとめた"ものと考えられる。

このように科学を理解〈定義)すると、①物理学(天体の運動、物体の運動)、@化学(物

質の変化の理解:鎮金術の興隆が進歩に貢献)、③博物学(動物植物の系統的分類、室主物学、

薬物学入②天文学(麗人気象学〈農業、商業=交易の旅行)、⑤医学(病気を治す)など、

沢山の科学が生まれたことが容易に理解されよう。更に、人類は、こうして見出した科学

を知識として蓄積、共有し、子孫に伝え引き高齢、だ。この知識の伝承は、即ち、科学の教

育である。この知的情報伝達の活動は、動物と人類を大きく踊てるものであり、その後の、

入類の発展に大きくつながったことは明自である。
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S 3 技術とは何か?

人類はその発祥以来、夢や希望を持つ動物であった。空を飛びたい、病気を治したい、

冬は暖かく過ごしたい、美しい空の星よく見たい、色々なことを知りたい等沢山の夢や希

望があった。そして、実現するため昔から人類段、様々な工夫と実現の努力をしてきた。

その結果、 f古代の人々は、自然界でどんなこと(現象)が起きているかを観察し、科学見

つけると夢や希望をか争える方法や手段(=技術)がわかることに気づいたんその代表的

な技術の例を先行する古代の科学とともに表2に挙げた。

重量塁 審め人め草寺学必蕗F震と技謡、{著書を晋争えた普め人の季等学と技欝め鱗}

3 換本金予知し、

主

義主義堂義装勢援護

〈議室ド離持率翠識を;毒事蓄を}

誰でも長く知っている技請である現在の技術、航空機、自動車、電車、齢、望遠鏡、挺

子、衣瓶、パソコン、 VTR、等もこの考えの例外ではない。かくして、子供たちゃ一般

の人にも理解できる説明として、 f技術とは、人類の夢や希望をかえ言える為に、吉代以来人

類が科学を利用して創った手段又は道具Jという説明は妥当であろう。

き4 人類の夢や希望と科学・技箭の発展、まとめ

中世以来、夢や希望の達成に科学が利用できることを知った人類は、科学の研究やそれを

よ主用する技箭開発に熱中し、人類の夢と希望は、“あれも欲しい、これも欲しい丹の連続と

なり、科学も技術も急進歩した。かくして、

1.“科学は、岳然界にある数々の不思議な現象を理解しようとすることが科学の研究であ

り、結果が科学です"

2.“技衛とは、夢や希望を実現するために、人類が工夫し倉IJった道具である"

は多くの方;こ成る程と患って頂けるのではなかろうか。最後に、朝永振一部先生言葉、

① 不思議だと思うこと、これが科学の芽です。

号 よく観察して確かめ、そして考えること、これが科学の茎です。

⑤ そしてなぞが解ける、これが科学の花です。

筑波大学名誉教援の京康夫先生は、雑誌ノミリテイの 2009年 6月号のコラムで、

@ r最後にこれが〈科学が)~用される。これが科学の実ですJ と追加している。

技術とは科学の果実と考えても良さそうである。
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